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【公開番号】特開2013-53620(P2013-53620A)
【公開日】平成25年3月21日(2013.3.21)
【年通号数】公開・登録公報2013-014
【出願番号】特願2012-176248(P2012-176248)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｍ  25/07     (2006.01)
   Ｆ２８Ｄ   7/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｍ   25/07     ５８０Ｅ
   Ｆ２８Ｄ    7/16     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月4日(2015.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
【図１】本発明の第１実施例に係る多管式熱交換器を一部省略して示す要部破断概略側面
図である。
【図２】図１に示す多管式熱交換器の排気ガス流入口側の外観を示す部分概略斜視図であ
る。
【図３】図１に示す多管式熱交換器の冷却媒体流入管を一部破断して示す斜視図である。
【図４】図１に示す多管式熱交換器のノズル部材を示す平面図である。
【図５】本発明の第２実施例に係る多管式熱交換器の要部を示す概略縦断面図である。
【図６】図５に示す多管式熱交換器のノズル部材を示す斜視図である。
【図７】本発明の第３実施例に係る多管式熱交換器の要部を示す概略縦断面図である。
【図８】図７に示す多管式熱交換器のノズル部材の他の例を示す斜視図である。
【図９】本発明の第４実施例に係る多管式熱交換器の要部を示す概略縦断面図である。
【図１０】本発明の第５実施例に係る多管式熱交換器の要部を示す概略縦断面図である。
【図１１】図１０に示す多管式熱交換器のノズル部材を一部省略して示す斜視図である。
【図１２】本発明の第６実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す縦断面図であ
る。
【図１３】図１２に示す多管式熱交換器のノズル部材を一部省略して示す斜視図である。
【図１４】本発明の第７実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す概略縦断面図
である。
【図１５】図１４に示す多管式熱交換器のノズル部材を一部省略して示す概略側面図であ
る。
【図１６】本発明の第８実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す概略縦断面図
である。
【図１７】本発明の第９実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す概略縦断面図
である。
【図１８】本発明の第１０実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す概略縦断面
図である。
【図１９】本発明の第１１実施例に係る多管式熱交換器の要部を示す概略縦断面図である
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。
【図２０】図１９Ａ－Ａ線上の縦断正面図である。
【図２１】図１９に示す多管式熱交換器のガイド部材を一部省略して示す拡大斜視図であ
る。
【図２２】本発明の第１２実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す概略縦断面
図である。
【図２３】本発明の第１３実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す概略縦断面
図である。
【図２４】本発明の第１４実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す概略縦断面
図である。
【図２５】本発明の第１５実施例に係る多管式熱交換器の要部を示す図２相当図である。
【図２６】本発明の第１６実施例に係る多管式熱交換器の要部を示す図２相当図である。
【図２７】本発明の第１７実施例に係る多管式熱交換器を一部省略して示す図１相当図で
ある。
【図２８】図２７に示す多管式熱交換器の要部を拡大して示す図１２相当図である。
【図２９】本発明の第１８実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す図１２相当
図である。
【図３０】本発明の第１９実施例に係る多管式熱交換器のノズル部材を示す図４相当図で
ある。
【図３１】本発明の第２０実施例に係る多管式熱交換器のノズル部材を示す図４相当図で
ある。
【図３２】図３１に示す第２０実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す図１２
相当図である。
【図３３】図３１に示す第２０実施例に係る多管式熱交換器のノズル部材を示す図１３相
当図である。
【図３４】本発明の第２１実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す図１２相当
図である。
【図３５】本発明の第２２実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す図１２相当
図である。
【図３６】図３５に示す第２２実施例に係る多管式熱交換器のノズル部材を示す図１３相
当図である。
【図３７】本発明の第２３実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す図１２相当
図である。
【図３８】図１９～図２１に示す第１１実施例に係る多管式熱交換器のガイド部材の変形
例を一部省略して示す拡大斜視図である。
【図３９】本発明の第２４実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す概略縦断面
図である。
【図４０】本発明の第２５実施例に係る多管式熱交換器の要部を拡大して示す概略縦断面
図である。
【図４１】従来の多管式熱交換器の第１例を中央部を省略して示す概略平面図である。
【図４２】図４１に示す多管式熱交換器の中央部を省略して示す概略縦断面図である。
【図４３】従来の多管式熱交換器の第２例を示す概略縦断面図である。
【図４４】図４３のイ－イ線上の概略図である。
【図４５】従来の多管式熱交換器の第３例を斜め下方から見た概略斜視図である。
【図４６】図４５に示す多管式熱交換器の概略縦断面図である。
【図４７】従来の多管式熱交換器の第４例を斜め下方から見た概略斜視図である。
【図４８】図４７に示す多管式熱交換器の概略縦断面図である。
【図４９】従来の多管式熱交換器の第５例を示す概略斜視図である。
【図５０】図４９に示す多管式熱交換器の概略縦断面図である。
【図５１】従来の多管式熱交換器の第６例を示す概略縦断面図である。
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【図５２】図５１に示す多管式熱交換器の概略横縦面図である。　なお、図２から図３８
においては説明の便宜上、冷却媒体の供給部（符号６、８、９等）を図１と逆向きに記載
しました。
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